
12

○ し ん ご う 保 育 園251

ぼ く と わ た し の 絵

お
父
さ
ん
と
車
で
イ
オ
ン
に
行
っ

た
よ
。
お
外
は
晴
れ
て
い
て
風
が

吹
い
て
た
よ
。
ゲ
ー
ム
と
か
た
く

さ
ん
遊
ん
で
楽
し
か
っ
た
。

中
根
　
捺
稀
く
ん
（
う
め
組
）

お
友
だ
ち
と
保
育
園
で
遊
ん
だ
よ
。

す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
、
そ
し
て
砂

庭
で
遊
ん
だ
よ
。
楽
し
く
て
い
っ
ぱ

い
笑
っ
た
よ
。

村
上
　
徠
花
さ
ん
（
う
め
組
）

な
つ
き

な
か
ね

か
ら
い

む
ら
か
み

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
ＵＰ
！！

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
きゅ
う
肥
品
評
会

平
成
２
6年
度

あ
お
も
り
推
きゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

問
い
合わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５５
５

12
月1
1日
  青
森市
で受
賞式
に臨
んだ

横手
セン
ター
長（
右
）

1
月 む

つ
き

Ja
nu
ar
y

睦
 月

人
の
動
き

男
　
1,
33
1人
（
－
３
人
）

女
　
1,
42
2人
（
－
５
人
）

計
　
2,
75
3人
（
－
８
人
）

世
帯
数
94
1世
帯（
－
１
世
帯
）

（
平
成
26
年
11
月
末
現
在
）

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
27
年

ガ
ー
ネ
ッ
ト（
柘
榴
石
）

̶
 友
情
・
忠
実
 ̶

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
５
年
１
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

日
曜
元
旦

１
木
官
庁
仕
事
始
め

５
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

特
定
健
診（
～
５
日
）

７
水
資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

9
金
平
成
27
年
新
郷
村
新
春
の
集
い

美
郷
館

美
郷
館

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室
　
13
：
00
～
15
：
00

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
土
消
防
団
出
初
式

11
日
成
人
の
日

12
月
行
政
相
談

13
火
特
定
健
診（
～
16
日
）

14
水
乳
児
・
１
歳
６
ヵ
月
・
２
歳
児
健
診

16
金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日

19
月

村
民
憲
章
推
進
大
会
兼
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

17
土

特
定
健
診（
～
23
日
）

21
水
資
源
ご
み（
ビ
ン・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

23
金
新
郷
温
泉
館
休
館
日

26
月
特
定
健
診（
～
30
日
）

28
水
村
小
中
ス
キ
ー
大
会

30
金
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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DECEMBER

日
　
時
：
平
成
27
年
１
月
17
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
11
時

会
　
場
：
美
郷
館

主
　
催
：
新
郷
村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

参
加
費
：
無
料（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）

講
　
師
：
八
戸
せ
ん
べ
い
汁
研
究
所
　
事
務
局
長
　
木
村
　
聡
 氏

演
題
「
ご
当
地
グ
ル
メ
で
地
域
を
売
り
込
む

～
汁“
研
流「
市
民
発・
食
の
ま
ち
お
こし
」そ
の
発
想
と
戦
略
～
」

※
こ
の
講
演
会
は
、「
新
郷
村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会
」の
中
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、主
催
者
で

あ
る
新
郷
村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
配
慮
に
より
、で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
木
村
聡
さ
ん
の
貴
重
な

お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
ご
案
内
し
ま
す
。

※
当
日
は
、午
前
９
時
か
ら
開
会
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、講
演
会
に
だ
け
ご
参
加
く
だ
さ
っ
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
新
郷
中
学
校
  川
崎
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
７
８

－２
０
４
７

あ
の“
八
戸
せ
ん
べ
い
汁
研
究
所
”の
木
村
  聡
 氏
が
やっ
てく
る！

12月７日午後４時　“しんごうホワイトイルミネーション”

ついに点灯！
12月７日午後４時　“しんごうホワイトイルミネーション”

ついに点灯！
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三大会参加者名簿
監督：﨑　幸吉

選 手 氏 名 （年齢）

村　上　雄　哉 22

佐　藤　拓　也 19

下　村　修　也

18日　向　洸　介

17

田　中　美　晴 18

青　山　雅　樹 12

福　山　泰　勇 16

小笠原　功　大 16

佐々木　誠　人 15

赤　坂　詩　織 15

横　道　千　里 14

福　山　泰　誠 14

むら かみ ゆう や

さ とう たく や

むらしも しゅう や

なたひ こう すけ

ふく やま たい ゆう

た なか み はる

お がさ わら こう た

角　岸　右　京 16
かど ぎし う きょう

さ さ き とまさ

あか さか し おり

よこ みち せん り

ふく やま たい せい

あお やま まさ き

わ
が
村
が
・
・
・　

　
　
　
　
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
念
願
の“
大
賞

‶受
賞
！

　
10
月
19
日
、
第
39
回
小
川
原
湖

駅
伝
競
走
大
会
が
三
沢
市
で
開
催

さ
れ
、
本
村
か
ら
三
ツ
岳
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、
一
般
Ｂ
の

部
で
10
チ
ー
ム
中
、
第
６
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
週
の
26
日
に
南
部
町

で
開
か
れ
た
三
戸
郡
駅
伝
競
走
大

会
に
は
同
ク
ラ
ブ
か
ら
２
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
５
人
編
成
で
10
人
）が

　
冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス「
新

郷
村
和
の
家
」の
入
所
式
が
11
月

14
日
に
行
わ
れ
、
関
係
者
14
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
　
　

　
こ
の
日
に
入
居
し
た
の
は
、
３

年
前
の
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
入
居

し
て
い
る
永
野
み
ち
よ
さ
ん（
90

歳
　
羽
井
内
）と
松
森
ふ
み
さ
ん

（
87
歳
　
水
沢
）の
２
人
。

　
入
所
式
で
は
須
藤
村
長
と
田
島

村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
あ
い

さ
つ
。
管
理
人
４
人
が
紹
介
さ
れ

た
あ
と
、
和
の
家
検
討
委
員
会
委

員
長
の
細
川
真
理
子
さ
ん
の
音
頭

で
乾
杯
を
し
、
２
人
を
歓
迎
し
ま

し
た
。
　

　
第
30
回
民
有
林
林
道
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
本
村
の
㈲
平
葭
建
設
が
林

野
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
、
11
月

25
日
、
平
葭
雄
市
社
長
が
役
場
を

訪
れ
、
須
藤
村
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
同
社
が
施
工
し
た「
県
営
森
林

管
理
道
妙
返
沢
線
開
設
工
事
」が

高
く
評
価
さ
れ
受
賞
し
た
も
の
で

す
。

　
青
森
朝
日
放
送
主
催
の「
第
14
回
ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち

Ｃ
Ｍ
大
賞
」で
、
新
郷
村
の
作
品
が
念
願
の
大
賞
に
輝
き
、
制

作
に
あ
た
っ
た
平
葭
健
悦
さ
ん（
大
畑
）、
三
瀧
信
孝
さ
ん（
中

里
）、
坂
根
克
也
さ
ん（
上
栃
棚
）の
３
人
が
12
月
５
日
、
役
場

を
訪
れ
、
須
藤
村
長
に
喜
び
の
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｃ
Ｍ
大
賞
は
、
30
秒
と
い
う
制
約
の
中
で
市
町
村

の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
、
今
回
の
作
品
名
は

「
い
い
ん
で
ね
ぇ
が
！
新
郷
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
・
０
５
」。
本

村
に
１
基
あ
る
信
号
機
を
題
材
に
し
て
お
り
、
撮
影
回
数
は

20
回
に
も
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
平
葭
さ
ん
ら
は
、

『
５
回
目
の
挑
戦
で
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
も
ら
え
た
。
今
回
は

38
市
町
村
が
参
加
し
た
の
で
、
受
賞
の
確
率
は
低
か
っ
た
は

ず･･･

新
郷
村
と
い
う
名
前
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
で
作
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
７
月
25
日
に
青
森
市
で
開

か
れ
た
県
花
の
共
進
会
で
、
守
野

市
男
さ
ん（
平
）が
出
品
し
た
輪
ギ

ク
が
最
高
位
の
最
優
秀
賞
に
輝

き
、
11
月
25
日
、
守
野
さ
ん
が
賞

状
を
携
え
役
場
を
訪
問
し
、
須
藤

村
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
守
野
さ
ん
の
輪
ギ
ク
は
、
キ
ク

類
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
総
出

品
数
１
０
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
も
の
で
、
特
別
賞
と
し
て
農
林

水
産
大
臣
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、
青
森
市
で
県
税

納
税
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
田
茂

隆
義
さ
ん（
田
茂
代
）が
知
事
賞

を
受
賞
し
、
同
日
役
場
を
訪
れ
、

須
藤
村
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。

　
田
茂
さ
ん
は
平
成
８
年
か
ら

今
日
ま
で
、
新
郷
村
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
の
役
員
と
し
て
納

税
意
識
の
高
揚
に
尽
力
し
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
12
月
17
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
、
村
内
の
事
業
所
や
消
防

団
関
係
者
等
約
45
名
が
出
席
し
、

交
通
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
初
め
に
、
五
戸
警
察
署
の
清
水

敬
紀
交
通
課
長
が
最
近
の
県
内
及

び
五
戸
管
内
の
交
通
事
故
の
状
況

に
つ
い
て
講
話
。

　
そ
の
後
、
全
員
が
拝
殿
に
移
動

し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
・
安

心
な
村
と
な
る
よ
う
祈
願
し
ま
し

た
。
　

出
場
し
、
１
チ
ー
ム
が
念
願
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
更
に
翌
週
の
11
月
２
日
、
南
部

町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
南
部

町
駅
伝
競
走
大
会
に
も
出
場
し
、

惜
し
く
も
２
位
で
し
た
が
、
３
つ

の
大
会
に
連
続
出
場
し
た
選
手
た

ち
か
ら
は
、
自
信
に
満
ち
た
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
、
縁
の
下
の
力
持
ち

と
し
て
選
手
た
ち
を
日
頃
か
ら
支

え
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
の
日
向
会
長

と
沼
沢
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

役
場
を
訪
れ
、
須
藤
村
長
に
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

第
41
回
青
森
県
花
の
共
進
会

み
よ
う
が
え
り
ざ
わ

「
和
の
家
」
今
年
も
お
年
寄
り
２
人
が
入
居

㈲
平
葭
建
設 

林
野
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
る

第
30
回

民
有
林
林
道
コ
ン
ク
ー
ル

わ
が
村
が
・
・
・　

　
　
　
　
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
念
願
の“
大
賞

‶受
賞
！

わ
が
村
が
・
・
・　

　
　
　
　
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
念
願
の“
大
賞

‶受
賞
！

年間で３６５本のＣＭ放映権獲得！年間で３６５本のＣＭ放映権獲得！

大賞を受賞し、須藤村長に報告に訪れた右から
三瀧信孝さん、坂根克也さん、平葭健悦さん

戸来三嶽神社で交通安全を志願する参加者

オープンから３年目の「和の家」に入居した松森さん（左）と永野さん 林野庁長官から表彰された賞状を手に㈲平葭建設の平葭社長（左） 三戸郡駅伝競走大会に出場し、優勝した選手たち

佐々木選手から福山選手へたすきを渡す瞬間

輪ギクを出品し、最優秀賞と農林水産大臣
賞を受賞した守野市男さん（左）

村納税貯蓄組合連合会での活動が認められ、
県から表彰された田茂隆義さん（左）

３つの大会の結果を報告する日向会長（中央）
と沼沢クラブマネージャー（左）

「
新
郷
村
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　駅
伝
で
大
活
躍
！

小
川
原
湖
駅
伝
競
走
大
会  

第
６
位

南
部
町
駅
伝
競
走
大
会     

第
２
位

              

　   

日
向
洸
介
君
も
区
間
賞
受
賞

守
野
市
男
さ
ん

　
輪
ギ
ク
で
最
優
秀
賞
と
農
林
水
産
大
臣
賞
の
Ｗ
受
賞

村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
活
動
が
認
め
ら
れ

田
茂
隆
義
さ
ん
知
事
賞
受
賞

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
村
を
め
ざ
し
て

交
通
安
全
祈
願
祭

第
14
回
ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞

　
審
査
発
表
会
の
模
様

が
放
送
さ
れ
ま
す
！

★
青
森
朝
日
放
送

　
　
　
（
Ａ
Ｂ
Ａ
）

★
放
送
日
　

　
平
成
27
年

　
１
月
４
日（
日
）

　

午
後
２
時
〜

　
午
後
３
時
25
分

三
戸
郡
駅
伝
競
走
大
会

　優

　勝

　
　
　
　

 

村
上
雄
哉
さ
ん
が
区
間
賞
受
賞
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三大会参加者名簿
監督：﨑　幸吉

選 手 氏 名 （年齢）

村　上　雄　哉 22

佐　藤　拓　也 19

下　村　修　也

18日　向　洸　介

17

田　中　美　晴 18

青　山　雅　樹 12

福　山　泰　勇 16

小笠原　功　大 16

佐々木　誠　人 15

赤　坂　詩　織 15

横　道　千　里 14

福　山　泰　誠 14

むら かみ ゆう や

さ とう たく や

むらしも しゅう や

なたひ こう すけ

ふく やま たい ゆう

た なか み はる

お がさ わら こう た

角　岸　右　京 16
かど ぎし う きょう

さ さ き とまさ

あか さか し おり

よこ みち せん り

ふく やま たい せい

あお やま まさ き

わ
が
村
が
・
・
・　

　
　
　
　
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
念
願
の“

大
賞

‶受
賞
！

　
10
月
19
日
、
第
39
回
小
川
原
湖

駅
伝
競
走
大
会
が
三
沢
市
で
開
催

さ
れ
、
本
村
か
ら
三
ツ
岳
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、
一
般
Ｂ
の

部
で
10
チ
ー
ム
中
、
第
６
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
週
の
26
日
に
南
部
町

で
開
か
れ
た
三
戸
郡
駅
伝
競
走
大

会
に
は
同
ク
ラ
ブ
か
ら
２
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
５
人
編
成
で
10
人
）が

　
冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス「
新

郷
村
和
の
家
」の
入
所
式
が
11
月

14
日
に
行
わ
れ
、
関
係
者
14
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
　
　

　
こ
の
日
に
入
居
し
た
の
は
、
３

年
前
の
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
入
居

し
て
い
る
永
野
み
ち
よ
さ
ん（
90

歳
　
羽
井
内
）と
松
森
ふ
み
さ
ん

（
87
歳
　
水
沢
）の
２
人
。

　
入
所
式
で
は
須
藤
村
長
と
田
島

村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
あ
い

さ
つ
。
管
理
人
４
人
が
紹
介
さ
れ

た
あ
と
、
和
の
家
検
討
委
員
会
委

員
長
の
細
川
真
理
子
さ
ん
の
音
頭

で
乾
杯
を
し
、
２
人
を
歓
迎
し
ま

し
た
。
　

　
第
30
回
民
有
林
林
道
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
本
村
の
㈲
平
葭
建
設
が
林

野
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
、
11
月

25
日
、
平
葭
雄
市
社
長
が
役
場
を

訪
れ
、
須
藤
村
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
同
社
が
施
工
し
た「
県
営
森
林

管
理
道
妙
返
沢
線
開
設
工
事
」が

高
く
評
価
さ
れ
受
賞
し
た
も
の
で

す
。

　
青
森
朝
日
放
送
主
催
の「
第
14
回
ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち

Ｃ
Ｍ
大
賞
」で
、
新
郷
村
の
作
品
が
念
願
の
大
賞
に
輝
き
、
制

作
に
あ
た
っ
た
平
葭
健
悦
さ
ん（
大
畑
）、
三
瀧
信
孝
さ
ん（
中

里
）、
坂
根
克
也
さ
ん（
上
栃
棚
）の
３
人
が
12
月
５
日
、
役
場

を
訪
れ
、
須
藤
村
長
に
喜
び
の
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｃ
Ｍ
大
賞
は
、
30
秒
と
い
う
制
約
の
中
で
市
町
村

の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
、
今
回
の
作
品
名
は

「
い
い
ん
で
ね
ぇ
が
！
新
郷
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
・
０
５
」。
本

村
に
１
基
あ
る
信
号
機
を
題
材
に
し
て
お
り
、
撮
影
回
数
は

20
回
に
も
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
平
葭
さ
ん
ら
は
、

『
５
回
目
の
挑
戦
で
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
も
ら
え
た
。
今
回
は

38
市
町
村
が
参
加
し
た
の
で
、
受
賞
の
確
率
は
低
か
っ
た
は

ず･･･

新
郷
村
と
い
う
名
前
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
で
作
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
７
月
25
日
に
青
森
市
で
開

か
れ
た
県
花
の
共
進
会
で
、
守
野

市
男
さ
ん（
平
）が
出
品
し
た
輪
ギ

ク
が
最
高
位
の
最
優
秀
賞
に
輝

き
、
11
月
25
日
、
守
野
さ
ん
が
賞

状
を
携
え
役
場
を
訪
問
し
、
須
藤

村
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
守
野
さ
ん
の
輪
ギ
ク
は
、
キ
ク

類
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
総
出

品
数
１
０
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
も
の
で
、
特
別
賞
と
し
て
農
林

水
産
大
臣
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、
青
森
市
で
県
税

納
税
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
田
茂

隆
義
さ
ん（
田
茂
代
）が
知
事
賞

を
受
賞
し
、
同
日
役
場
を
訪
れ
、

須
藤
村
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。

　
田
茂
さ
ん
は
平
成
８
年
か
ら

今
日
ま
で
、
新
郷
村
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
の
役
員
と
し
て
納

税
意
識
の
高
揚
に
尽
力
し
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
12
月
17
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
、
村
内
の
事
業
所
や
消
防

団
関
係
者
等
約
45
名
が
出
席
し
、

交
通
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
初
め
に
、
五
戸
警
察
署
の
清
水

敬
紀
交
通
課
長
が
最
近
の
県
内
及

び
五
戸
管
内
の
交
通
事
故
の
状
況

に
つ
い
て
講
話
。

　
そ
の
後
、
全
員
が
拝
殿
に
移
動

し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
・
安

心
な
村
と
な
る
よ
う
祈
願
し
ま
し

た
。
　

出
場
し
、
１
チ
ー
ム
が
念
願
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
更
に
翌
週
の
11
月
２
日
、
南
部

町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
南
部

町
駅
伝
競
走
大
会
に
も
出
場
し
、

惜
し
く
も
２
位
で
し
た
が
、
３
つ

の
大
会
に
連
続
出
場
し
た
選
手
た

ち
か
ら
は
、
自
信
に
満
ち
た
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
、
縁
の
下
の
力
持
ち

と
し
て
選
手
た
ち
を
日
頃
か
ら
支

え
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
の
日
向
会
長

と
沼
沢
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

役
場
を
訪
れ
、
須
藤
村
長
に
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

第
41
回
青
森
県
花
の
共
進
会

み
よ
う
が
え
り
ざ
わ

「
和
の
家
」
今
年
も
お
年
寄
り
２
人
が
入
居

㈲
平
葭
建
設 

林
野
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
る

第
30
回

民
有
林
林
道
コ
ン
ク
ー
ル

わ
が
村
が
・
・
・　

　
　
　
　
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
念
願
の“

大
賞

‶受
賞
！

わ
が
村
が
・
・
・　

　
　
　
　
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
念
願
の“

大
賞

‶受
賞
！

年間で３６５本のＣＭ放映権獲得！年間で３６５本のＣＭ放映権獲得！

大賞を受賞し、須藤村長に報告に訪れた右から
三瀧信孝さん、坂根克也さん、平葭健悦さん

戸来三嶽神社で交通安全を志願する参加者

オープンから３年目の「和の家」に入居した松森さん（左）と永野さん 林野庁長官から表彰された賞状を手に㈲平葭建設の平葭社長（左） 三戸郡駅伝競走大会に出場し、優勝した選手たち

佐々木選手から福山選手へたすきを渡す瞬間

輪ギクを出品し、最優秀賞と農林水産大臣
賞を受賞した守野市男さん（左）

村納税貯蓄組合連合会での活動が認められ、
県から表彰された田茂隆義さん（左）

３つの大会の結果を報告する日向会長（中央）
と沼沢クラブマネージャー（左）

「
新
郷
村
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　駅
伝
で
大
活
躍
！

小
川
原
湖
駅
伝
競
走
大
会  

第
６
位

南
部
町
駅
伝
競
走
大
会     

第
２
位

              

　   

日
向
洸
介
君
も
区
間
賞
受
賞

守
野
市
男
さ
ん

　
輪
ギ
ク
で
最
優
秀
賞
と
農
林
水
産
大
臣
賞
の
Ｗ
受
賞

村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
活
動
が
認
め
ら
れ

田
茂
隆
義
さ
ん
知
事
賞
受
賞

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
村
を
め
ざ
し
て

交
通
安
全
祈
願
祭

第
14
回
ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞

　
審
査
発
表
会
の
模
様

が
放
送
さ
れ
ま
す
！

★
青
森
朝
日
放
送

　
　
　
（
Ａ
Ｂ
Ａ
）

★
放
送
日
　

　
平
成
27
年

　
１
月
４
日（
日
）

　

午
後
２
時
〜

　
午
後
３
時
25
分

三
戸
郡
駅
伝
競
走
大
会

　優

　勝

　
　
　
　

 

村
上
雄
哉
さ
ん
が
区
間
賞
受
賞
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　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
主
催
の「
し
ん
ご
う
ク
リ
ス

マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
が

12
月
７
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ

れ
、
会
場
は
約
３
０
０
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
一
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　会
場
で
は
、
豪
華
な
景
品
を
前

に
福
引
き
抽
選
会
が
行
わ
れ
た

り
、
野
沢
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る

よ
さ
こ
い
や
村
連
合
婦
人
会
の
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　「
し
ん
ご
う
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
点
灯
式
は
来
場

者
が
見
守
る
中
行
わ
れ
、
来
賓
と

し
ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
総
勢

26
人
が
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
。
美
郷
館

内
か
ら
金
ヶ
沢
農
村
公
園
を
見
下

ろ
す
形
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

き
ら
び
や
か
な
明
か
り
が
一
斉
に

つ
く
と
、
会
場
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
合
唱
や

歌
手
の
木
村
千
草
さ
ん
の
歌
な
ど

も
披
露
さ
れ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
の
お
菓
子
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス

タ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

　平
成
26
年
第
４
回
新
郷
村

議
会
定
例
会
が
12
月
８
日
か

ら
12
月
12
日
ま
で
開
か
れ
、

報
告
１
件
、
議
案
17
件
、
議

員
発
議
の
意
見
書
３
件
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
９
４
、９
０
５
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
29
億
７
、０
２
９
万
７
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　主
な
一
般
会
計
補
正
予
算

は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

◎
普
通
交
付
税

４
、６
６
７
万
３
千
円

◎
特
別
交
付
税２

、０
０
０
万
円

◎
い
き
い
き
新
郷
む
ら
づ
く
り

基
金

　
　１
、５
０
０
万
円

◎
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対

策
事
業
補
助
金

８
９
６
万
４
千
円

◎
定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
債

５
５
０
万
円

歳
出

◎
定
住
促
進
住
宅
団
地
整
備

工
事
費

　１
、７
５
０
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
操
出
金

７
５
６
万
５
千
円

◎
国
保
特
別
会
計
操
出
金

６
７
１
万
円

◎
保
育
所
運
営
費

４
０
０
万
円

◎
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化

調
査
業
務
委
託
料８

６
４
万
円

◎
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
請
負
費

　
　８
０
０
万
円

◎
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
工
事
請
負
費

１
、０
３
０
万
円

　11
月
15
日
か
ら
16
日
の
１
泊
２
日

に
わ
た
り
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
、
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
主
催
の「
子
ど
も
合
宿
」が
行
わ

れ
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
１
年

生
ま
で
の
子
ど
も
28
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　１
日
目
は
、
夕
食
の
材
料
の
買
い

出
し
か
ら
準
備
、
片
づ
け
ま
で
の

一
連
の
作
業
を
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
ほ
と
ん
ど
や
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
後
は
畳
の
部

屋
に
寝
袋
を
持
ち
込
ん
で
就
寝
。

　翌
朝
、
身
じ
た
く
を
整
え
た

後
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
集
会
、
朝
食

や
掃
除
な
ど
を
す
ま
せ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
和
室
の
障
子
の
張
り
替
え

に
挑
戦
。
古
い
障
子
に
水
を
ス
プ

レ
ー
し
て
か
ら
き
れ
い
に
剥
ぎ
、

子
ど
も
同
士
助
け
合
っ
て
新
し
い

障
子
の
張
り
替
え
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
も
作
り
、

せ
ん
べ
い
に
は
さ
ん
で
食
べ
ま
し
た
。

　２
日
間
の
合
宿
を
終
え
、
保
護

者
の
迎
え
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て

一
回
り
大
き
く
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

は

生キャラメルを作り、せんべいに
はさんでできあがり！

連合婦人会による踊りの披露

野沢中学校の生徒によるよさこい

歳末抽選会でくじを引く来場者 一足早いクリスマスを美郷館で・・・子どもサンタも登場！

川代地区振興会の大黒舞

歌手の木村千草さんの歌謡ショー

サンタクロースからプレゼントをもらう
子ども

山村開発センターの障子の張り替えも
自分たちで・・・

就寝
寝袋などを持参して、消灯まで自由な時間を過ごす

夕食の準備
カレーライス・野菜サラダ・フルーツのヨーグルトあえ

朝のラジオ体操で健康な体をつくる！

しんごう保育園前のエンジェルロードに飾りつけられたイルミ
ネーション（左に見えるのは、八戸短大生製作のフラッグ【旗】）

しんごう保育園前の栗の木に
飾られたイルミネーション

八戸学院短期大学幼児保育学科の学生らが
デザインしたフラッグの披露

３×３オールスターズの歌謡ショー
（ドラムをたたくのは佐藤昌智獣医）

しんごうクリスマスフェスタ2014しんごうクリスマスフェスタ2014しんごうクリスマスフェスタ2014しんごうクリスマスフェスタ2014
平
成
26
年
第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

子
ど
も
合
宿

子
ど
も
合
宿

子
ど
も
合
宿

ワ
ク
ワ
ク
！

１
泊
２
日
の

子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会

障
子
の
張
り
替
え

生
キ
ャ
ラ
せ
ん
べ
い
づ
く
り
を
体
験

自立心

公共心
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　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
主
催
の「
し
ん
ご
う
ク
リ
ス

マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
が

12
月
７
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ

れ
、
会
場
は
約
３
０
０
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
一
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　会
場
で
は
、
豪
華
な
景
品
を
前

に
福
引
き
抽
選
会
が
行
わ
れ
た

り
、
野
沢
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る

よ
さ
こ
い
や
村
連
合
婦
人
会
の
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　「
し
ん
ご
う
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
点
灯
式
は
来
場

者
が
見
守
る
中
行
わ
れ
、
来
賓
と

し
ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
総
勢

26
人
が
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
。
美
郷
館

内
か
ら
金
ヶ
沢
農
村
公
園
を
見
下

ろ
す
形
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

き
ら
び
や
か
な
明
か
り
が
一
斉
に

つ
く
と
、
会
場
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
合
唱
や

歌
手
の
木
村
千
草
さ
ん
の
歌
な
ど

も
披
露
さ
れ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
の
お
菓
子
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス

タ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

　平
成
26
年
第
４
回
新
郷
村

議
会
定
例
会
が
12
月
８
日
か

ら
12
月
12
日
ま
で
開
か
れ
、

報
告
１
件
、
議
案
17
件
、
議

員
発
議
の
意
見
書
３
件
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
９
４
、９
０
５
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
29
億
７
、０
２
９
万
７
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　主
な
一
般
会
計
補
正
予
算

は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

◎
普
通
交
付
税

４
、６
６
７
万
３
千
円

◎
特
別
交
付
税２

、０
０
０
万
円

◎
い
き
い
き
新
郷
む
ら
づ
く
り

基
金

　
　１
、５
０
０
万
円

◎
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対

策
事
業
補
助
金

８
９
６
万
４
千
円

◎
定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
債

５
５
０
万
円

歳
出

◎
定
住
促
進
住
宅
団
地
整
備

工
事
費

　１
、７
５
０
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
操
出
金

７
５
６
万
５
千
円

◎
国
保
特
別
会
計
操
出
金

６
７
１
万
円

◎
保
育
所
運
営
費

４
０
０
万
円

◎
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化

調
査
業
務
委
託
料８

６
４
万
円

◎
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
請
負
費

　
　８
０
０
万
円

◎
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
工
事
請
負
費

１
、０
３
０
万
円

　11
月
15
日
か
ら
16
日
の
１
泊
２
日

に
わ
た
り
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
、
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
主
催
の「
子
ど
も
合
宿
」が
行
わ

れ
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
１
年

生
ま
で
の
子
ど
も
28
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　１
日
目
は
、
夕
食
の
材
料
の
買
い

出
し
か
ら
準
備
、
片
づ
け
ま
で
の

一
連
の
作
業
を
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
ほ
と
ん
ど
や
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
後
は
畳
の
部

屋
に
寝
袋
を
持
ち
込
ん
で
就
寝
。

　翌
朝
、
身
じ
た
く
を
整
え
た

後
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
集
会
、
朝
食

や
掃
除
な
ど
を
す
ま
せ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
和
室
の
障
子
の
張
り
替
え

に
挑
戦
。
古
い
障
子
に
水
を
ス
プ

レ
ー
し
て
か
ら
き
れ
い
に
剥
ぎ
、

子
ど
も
同
士
助
け
合
っ
て
新
し
い

障
子
の
張
り
替
え
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
も
作
り
、

せ
ん
べ
い
に
は
さ
ん
で
食
べ
ま
し
た
。

　２
日
間
の
合
宿
を
終
え
、
保
護

者
の
迎
え
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て

一
回
り
大
き
く
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

は

生キャラメルを作り、せんべいに
はさんでできあがり！

連合婦人会による踊りの披露

野沢中学校の生徒によるよさこい

歳末抽選会でくじを引く来場者 一足早いクリスマスを美郷館で・・・子どもサンタも登場！

川代地区振興会の大黒舞

歌手の木村千草さんの歌謡ショー

サンタクロースからプレゼントをもらう
子ども

山村開発センターの障子の張り替えも
自分たちで・・・

就寝
寝袋などを持参して、消灯まで自由な時間を過ごす

夕食の準備
カレーライス・野菜サラダ・フルーツのヨーグルトあえ

朝のラジオ体操で健康な体をつくる！

しんごう保育園前のエンジェルロードに飾りつけられたイルミ
ネーション（左に見えるのは、八戸短大生製作のフラッグ【旗】）

しんごう保育園前の栗の木に
飾られたイルミネーション

八戸学院短期大学幼児保育学科の学生らが
デザインしたフラッグの披露

３×３オールスターズの歌謡ショー
（ドラムをたたくのは佐藤昌智獣医）

しんごうクリスマスフェスタ2014しんごうクリスマスフェスタ2014しんごうクリスマスフェスタ2014しんごうクリスマスフェスタ2014
平
成
26
年
第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

子
ど
も
合
宿

子
ど
も
合
宿

子
ど
も
合
宿

子
ど
も
合
宿

子
ど
も
合
宿

ワ
ク
ワ
ク
！

１
泊
２
日
の

子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会

障
子
の
張
り
替
え

生
キ
ャ
ラ
せ
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べ
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づ
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験
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　「
よ
っ
し
ゃ
あ
、
眼
の
い
ろ
ふ
か
く
な
っ
た
あ
。」と
、
私
は

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る
。
ト
イ
レ
で
。

　今
日
は
ど
ん
な
言
葉
だ
ろ
う
。
実
は
、
わ
が
家
の
ト
イ
レ
の

壁
に
は
、
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
日
め
く
り
が
掛
け
て
あ
る
。
こ

の
日
め
く
り
は
、
私
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ

し
て
、
励
ま
し
て
く
れ
る
。
み
つ
を
さ
ん
は
そ
の
場
に
い
な
い

け
れ
ど
、
私
の
心
に
ゆ
っ
く
り
と
語
り
か
け
て
く
る
。

　中
学
一
年
の
こ
ろ
、
私
は
駅
伝
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。
そ
ん
な

私
が
、
県
民
駅
伝
の
選
手
と
し
て
走
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
生

に
無
理
や
り
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。
周
り
に
つ
い

て
い
く
の
が
精
一
杯
で
、
死
ぬ
か
と
思
う
ぐ
ら
い
練
習
は
き
つ

か
っ
た
。
駅
伝
を
や
り
た
い
と
い
う
人
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
途
半
端
な
気
持
ち
の
ま
ま
本
番
を
迎

え
た
。
私
は
腹
を
く
く
っ
て
、
必
死
に
な
っ
て
走
っ
た
が
、
走
り

終
え
た
後
に
、「
が
ん
ば
っ
た
ね
。」と
言
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り

う
れ
し
く
は
な
か
っ
た
。
や
っ
と
終
わ
っ
た
と
い
う
安
心
感
し

か
な
か
っ
た
。

　『な
ん
で
も
い
い
か
ら
さ

　本
気
で
や
っ
て
ご
ら
ん

　本
気
で

や
れ
ば

　た
の
し
い
か
ら
』

そ
う
か
、
私
、
本
気
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
楽
し
く
な

か
っ
た
し
、
疲
れ
て
ば
か
り
い
た
ん
だ
。
日
め
く
り
が
そ
う
私

に
教
え
て
く
れ
た
。

　こ
ん
な
私
が
、
一
年
後
に
ま
た
駅
伝
に
挑
戦
し
よ
う
と
決
意

し
た
。
走
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
が
ん
ば
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
ぐ
る
ぐ
る
と
渦
巻
き
葛
藤
し
続
け
て
い
た
の
に
、

ま
た
走
ろ
う
と
心
を
決
め
た
の
は
、
一
年
前
の
報
告
会
で
、
あ

る
先
輩
が
流
し
た
大
粒
の
涙
と
、
肩
を
震
わ
せ
な
が
ら
語
っ
た

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

「
正
直
言
っ
て
、
と
っ
て
も
悔
し
い
。
俺
も
選
手
に
な
り
た
く

て
努
力
し
て
き
た
。
で
も
、
追
い
つ
か
な
か
っ
た…

…

。」

　私
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
先
輩
は
本
気
で
努
力
し
て
い
た
。

だ
か
ら
、
こ
ん
な
に
も
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
私

は
何
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。
嫌
々
や
っ
て
い
た
私
が
選
手
と

し
て
走
る
こ
と
は
、
先
輩
に
対
し
て
と
て
も
失
礼
だ
と
思
っ
た
。

　こ
の
と
き
の
、
恥
ず
か
し
さ
と
申
し
わ
け
な
い
気
持
ち
が
、

私
を
駅
伝
へ
と
駆
り
立
て
た
。
そ
し
て
、
村
の
部
で
区
間
賞
を

取
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
も
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
で
は
な
か
っ

た
。
私
は
自
分
に
全
然
納
得
で
き
な
か
っ
た
。

　『自
分
な
ら
ば

　ど
う
す
る
』

日
め
く
り
が
語
り
か
け
る
。
私
は
三
度
目
の
挑
戦
を
す
る
こ
と

を
決
意
し
た
。

　中
学
生
最
後
の
夏
。
去
年
や
お
と
と
し
の
自
分
は
ど
こ
に

い
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う
く
ら
い
、
嫌
だ
と
い
う
思
い
は
消
え

て
い
た
。
た
だ
純
粋
に
駅
伝
を
走
り
た
い
と
思
う
自
分
が
い

た
。
走
る
の
が
好
き
。
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
練
習
す
る
。
そ
れ

で
い
い
ん
だ
と
覚
悟
を
決
め
て
い
た
。

　し
か
し
、
練
習
は
や
っ
ぱ
り
き
つ
く
て
、
自
分
を
甘
や
か
し

そ
う
に
な
る
。
ペ
ー
ス
が
上
が
っ
て
い
く
た
び
、
呼
吸
が
速
く

な
り
、
息
を
す
る
の
が
苦
し
く
な
る
。
の
ど
が
し
め
つ
け
ら
れ

る
感
覚
。
足
が
重
く
な
っ
て
、
ふ
く
ら
は
ぎ
に
お
も
り
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　駅
伝
は
自
分
と
の
戦
い
だ
。
つ
ら
く
て
ペ
ー
ス
を
緩
め
て
し

ま
う
の
か
、
耐
え
て
耐
え
抜
い
て
苦
し
ん
で
乗
り
越
え
る
の

か
。
先
輩
は
自
分
よ
り
速
い
か
ら
と
あ
き
ら
め
る
の
か
、
そ
の

背
中
に
追
い
つ
こ
う
と
必
死
で
が
ん
ば
る
の
か
。
す
べ
て
自
分

次
第
だ
。

　そ
う
や
っ
て
自
分
と
戦
い
続
け
て
い
た
私
は
、
夏
休
み
中
に

体
調
を
崩
し
て
、
二
週
間
近
く
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
駅
伝
練

習
の
せ
い
で
は
な
い
。
私
が
体
調
を
管
理
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
疲
れ
を
た
め
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
貴
重
な
二
週
間
を

無
駄
に
し
て
し
ま
い
、
私
は
あ
せ
っ
た
。
あ
と
三
週
間
で
体
を

元
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方

か
ら
は
、「
あ
せ
ら
な
く
て
い
い
か
ら
。」と
言
わ
れ
た
が
、
あ
せ

ら
ず
に
い
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。

　『中
途
は
ん
ぱ
が
最
も
い
け
な
い
』

こ
の
言
葉
が
重
く
の
し
か
か
る
。

　私
は
寝
な
が
ら
考
え
た
。
私
に
と
っ
て「
走
る
」っ
て
、
ど
う

い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
。
ま
だ
無
邪
気
だ
っ
た
小
学
生
の
こ
ろ

は
、
友
達
と
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
走
り
回
っ
て
い
た
。
楽
し
く
て

楽
し
く
て
夢
中
に
な
っ
て
み
ん
な
を
追
い
か
け
て
い
た
。
今

は
、
走
る
こ
と
が
つ
ら
い
と
き
も
あ
る
。
自
分
と
の
戦
い
だ
と

感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、
走
っ
て
い
る
と
、
無
心
に
な
れ

る
。
私
の
心
の
中
か
ら
、
何
か
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
が
ス
ー
ッ

と
抜
け
て
い
き
、
気
分
が
す
っ
き
り
す
る
。
走
る
こ
と
は
私
の

一
部
で
、
走
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　『ぐ
ち
を
い
わ
ず
に

　く
る
し
み
に
た
え
る
と
き

　あ
な
た
の

眼
の
い
ろ
が
ふ
か
く
な
り

　い
の
ち
の
根
が
ふ
か
く
な
る
』

日
め
く
り
は
私
の
先
生
で
あ
り
、
友
達
で
あ
り
、
そ
し
て
私
自

身
だ
。

　今
日
も
私
は
走
る
。

本
番
ま
で
に
、
絶
対
去

年
の
自
分
を
超
え
て
み

せ
る
。
そ
し
て
、
み
ん

な
の
強
い
思
い
と
流
し

た
汗
が
し
み
こ
ん
だ

た
す
き
を
、
私
は
ま
た

あ
の
場
所
に
立
っ
て
、

次
へ
と
つ
な
い
で
い
き

た
い
。

　第
40
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー

ル（
東
北
電
力
主
催
）に
お
い
て
、

野
沢
中
学
校
３
年
の
赤
坂
詩
織
さ

ん
が
最
優
秀
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
校
３
年
の
佐
藤

　環

さ
ん
も
秀
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

（
昨
年
は
佳
作
に
入
賞
）

　こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
東

北
６
県
と
新
潟
県
に
在
住
の
中
学

生
が
募
集
対
象
で
、
今
回
は
２

２
、７
０
４
編
の
応
募
が
あ
り
、

２
人
の
作
文
は
そ
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。

　12
月
16
日
、
野
沢
中
の
小
野
校

長
ら
と
役
場
を
訪
問
し
た
赤
坂
さ

ん
と
佐
藤
さ
ん
は
、
須
藤
村
長
に

笑
顔
で
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

赤坂詩織さん
（野沢中３年）

　駅
伝
に
対
す
る
思
い
を
、去
年
か
ら

ず
っ
と
作
文
に
書
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　受
賞
し
た
こ
と
を
聞
い
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
け
ど
、
驚
き
の
方
が

大
き
か
っ
た
で
す
。

　青
森
市
で
の
受
賞
式
の
後
に
ス
ピ
ー

チ
が
あ
り
、す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。

佐藤　環さん
（野沢中３年）

　産
婦
人
科
医
院
で
の
職
場
体
験
で
、

生
と
死
に
向
き
合
っ
た
こ
と
を
書
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　入
賞
し
た
作
文
を
読
ん
で
く
れ
て
い

た
母
が
、読
み
終
わ
っ
た
後
、部
屋
か
ら

い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。た
ぶ

ん
、泣
い
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

東
北
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ル
東
北
電
力

第
40
回
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今
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野
沢
中
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が
入
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！
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夏
の
挑
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青
森
県
新
郷
村
立
野
沢
中
学
校

三
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し

優
秀
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　赤
坂
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織
さ
ん（
３
年
）

　
　題
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真
夏
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挑
戦
』

秀

　
賞

　
　佐
藤
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さ
ん（
３
年
）

　
　題
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じ
い
じ
が
く
れ
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夢
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た
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「文中より」「文中より」

お
り

今年９月７日、青森県民駅伝競走大会で、たすきを
つなぐため2.5㎞の距離をひた走る赤坂さん

左から、作文を指導した工藤史子先生、小野
榮悦校長、佐藤さん、赤坂さん、須藤村長
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　「
よ
っ
し
ゃ
あ
、
眼
の
い
ろ
ふ
か
く
な
っ
た
あ
。」と
、
私
は

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る
。
ト
イ
レ
で
。

　今
日
は
ど
ん
な
言
葉
だ
ろ
う
。
実
は
、
わ
が
家
の
ト
イ
レ
の

壁
に
は
、
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
日
め
く
り
が
掛
け
て
あ
る
。
こ

の
日
め
く
り
は
、
私
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ

し
て
、
励
ま
し
て
く
れ
る
。
み
つ
を
さ
ん
は
そ
の
場
に
い
な
い

け
れ
ど
、
私
の
心
に
ゆ
っ
く
り
と
語
り
か
け
て
く
る
。

　中
学
一
年
の
こ
ろ
、
私
は
駅
伝
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。
そ
ん
な

私
が
、
県
民
駅
伝
の
選
手
と
し
て
走
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
生

に
無
理
や
り
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。
周
り
に
つ
い

て
い
く
の
が
精
一
杯
で
、
死
ぬ
か
と
思
う
ぐ
ら
い
練
習
は
き
つ

か
っ
た
。
駅
伝
を
や
り
た
い
と
い
う
人
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
途
半
端
な
気
持
ち
の
ま
ま
本
番
を
迎

え
た
。
私
は
腹
を
く
く
っ
て
、
必
死
に
な
っ
て
走
っ
た
が
、
走
り

終
え
た
後
に
、「
が
ん
ば
っ
た
ね
。」と
言
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り

う
れ
し
く
は
な
か
っ
た
。
や
っ
と
終
わ
っ
た
と
い
う
安
心
感
し

か
な
か
っ
た
。

　『な
ん
で
も
い
い
か
ら
さ

　本
気
で
や
っ
て
ご
ら
ん

　本
気
で

や
れ
ば

　た
の
し
い
か
ら
』

そ
う
か
、
私
、
本
気
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
楽
し
く
な

か
っ
た
し
、
疲
れ
て
ば
か
り
い
た
ん
だ
。
日
め
く
り
が
そ
う
私

に
教
え
て
く
れ
た
。

　こ
ん
な
私
が
、
一
年
後
に
ま
た
駅
伝
に
挑
戦
し
よ
う
と
決
意

し
た
。
走
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
が
ん
ば
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
ぐ
る
ぐ
る
と
渦
巻
き
葛
藤
し
続
け
て
い
た
の
に
、

ま
た
走
ろ
う
と
心
を
決
め
た
の
は
、
一
年
前
の
報
告
会
で
、
あ

る
先
輩
が
流
し
た
大
粒
の
涙
と
、
肩
を
震
わ
せ
な
が
ら
語
っ
た

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

「
正
直
言
っ
て
、
と
っ
て
も
悔
し
い
。
俺
も
選
手
に
な
り
た
く

て
努
力
し
て
き
た
。
で
も
、
追
い
つ
か
な
か
っ
た…

…

。」

　私
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
先
輩
は
本
気
で
努
力
し
て
い
た
。

だ
か
ら
、
こ
ん
な
に
も
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
私

は
何
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。
嫌
々
や
っ
て
い
た
私
が
選
手
と

し
て
走
る
こ
と
は
、
先
輩
に
対
し
て
と
て
も
失
礼
だ
と
思
っ
た
。

　こ
の
と
き
の
、
恥
ず
か
し
さ
と
申
し
わ
け
な
い
気
持
ち
が
、

私
を
駅
伝
へ
と
駆
り
立
て
た
。
そ
し
て
、
村
の
部
で
区
間
賞
を

取
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
も
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
で
は
な
か
っ

た
。
私
は
自
分
に
全
然
納
得
で
き
な
か
っ
た
。

　『自
分
な
ら
ば

　ど
う
す
る
』

日
め
く
り
が
語
り
か
け
る
。
私
は
三
度
目
の
挑
戦
を
す
る
こ
と

を
決
意
し
た
。

　中
学
生
最
後
の
夏
。
去
年
や
お
と
と
し
の
自
分
は
ど
こ
に

い
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う
く
ら
い
、
嫌
だ
と
い
う
思
い
は
消
え

て
い
た
。
た
だ
純
粋
に
駅
伝
を
走
り
た
い
と
思
う
自
分
が
い

た
。
走
る
の
が
好
き
。
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
練
習
す
る
。
そ
れ

で
い
い
ん
だ
と
覚
悟
を
決
め
て
い
た
。

　し
か
し
、
練
習
は
や
っ
ぱ
り
き
つ
く
て
、
自
分
を
甘
や
か
し

そ
う
に
な
る
。
ペ
ー
ス
が
上
が
っ
て
い
く
た
び
、
呼
吸
が
速
く

な
り
、
息
を
す
る
の
が
苦
し
く
な
る
。
の
ど
が
し
め
つ
け
ら
れ

る
感
覚
。
足
が
重
く
な
っ
て
、
ふ
く
ら
は
ぎ
に
お
も
り
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　駅
伝
は
自
分
と
の
戦
い
だ
。
つ
ら
く
て
ペ
ー
ス
を
緩
め
て
し

ま
う
の
か
、
耐
え
て
耐
え
抜
い
て
苦
し
ん
で
乗
り
越
え
る
の

か
。
先
輩
は
自
分
よ
り
速
い
か
ら
と
あ
き
ら
め
る
の
か
、
そ
の

背
中
に
追
い
つ
こ
う
と
必
死
で
が
ん
ば
る
の
か
。
す
べ
て
自
分

次
第
だ
。

　そ
う
や
っ
て
自
分
と
戦
い
続
け
て
い
た
私
は
、
夏
休
み
中
に

体
調
を
崩
し
て
、
二
週
間
近
く
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
駅
伝
練

習
の
せ
い
で
は
な
い
。
私
が
体
調
を
管
理
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
疲
れ
を
た
め
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
貴
重
な
二
週
間
を

無
駄
に
し
て
し
ま
い
、
私
は
あ
せ
っ
た
。
あ
と
三
週
間
で
体
を

元
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方

か
ら
は
、「
あ
せ
ら
な
く
て
い
い
か
ら
。」と
言
わ
れ
た
が
、
あ
せ

ら
ず
に
い
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。

　『中
途
は
ん
ぱ
が
最
も
い
け
な
い
』

こ
の
言
葉
が
重
く
の
し
か
か
る
。

　私
は
寝
な
が
ら
考
え
た
。
私
に
と
っ
て「
走
る
」っ
て
、
ど
う

い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
。
ま
だ
無
邪
気
だ
っ
た
小
学
生
の
こ
ろ

は
、
友
達
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鬼
ご
っ
こ
を
し
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走
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回
っ
て
い
た
。
楽
し
く
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楽
し
く
て
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な
っ
て
み
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を
追
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か
け
て
い
た
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今

は
、
走
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こ
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が
つ
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い
と
き
も
あ
る
。
自
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と
の
戦
い
だ
と

感
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る
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、
走
っ
て
い
る
と
、
無
心
に
な
れ

る
。
私
の
心
の
中
か
ら
、
何
か
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
が
ス
ー
ッ

と
抜
け
て
い
き
、
気
分
が
す
っ
き
り
す
る
。
走
る
こ
と
は
私
の

一
部
で
、
走
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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を
い
わ
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し
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に
た
え
る
と
き

　あ
な
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の
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な
り

　い
の
ち
の
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が
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か
く
な
る
』

日
め
く
り
は
私
の
先
生
で
あ
り
、
友
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。
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８

今
年
も
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
！

冬
の
ば
ら
雪
に
包
ま
れ

ほ
ん
の
り
と

小

　坂

　良

　子

枝
の
先
り
す
走
り
ゆ
く
冬
の
朝

戸

　来

　れ
い
子

強
情
な
抜
け
ぬ
大
根
腰
に
勝
つ

工

　藤

　陽

　一

人
あ
っ
て
こ
そ
の
家
で
す
冬
灯

鹿

　島

　惠
美
子

木
枯
し
や
惑
い
思
い
を

吹
き
あ
げ
て

佐

　藤

　直

　子

木
枯
し
や
淋
し
く
つ
ら
い

老
い
の
身
に

長

　峯

　ユ

　リ

木
枯
し
に
後
押
し
さ
れ
て

散
歩
か
な

鹿

　島

　と

　わ

風
す
ぎ
て
庭
の
晴
れ
間
に

石
蕗
の
花

村

　上

　て

　る

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

平成27年4月から「子ども・子育て支援新制度」がスタート
　平成24年８月、「子ども・子育て支援法」という法律ができました。この法律と関連する
法律に基づいて、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を
進めていく「子ども・子育て支援新制度」が平成27年４月に本格スタートします。

新制度を利用するには？ １号認定

２号認定

３号認定

※詳しくは、役場住民グループにお問い合わせください。☎78－2111 内線604

✿平成27年４月からの保育認定・利用申込み受付

受付期間

必要書類

平成27年１月７日（水）～１月28日（水）
※村外の施設を希望する場合は、１月13日（火）までにお越しください。

◎支給認定申請書
◎平成26年度所得課税証明書（平成26年１月１日現在、他町村に住所があった方）
◎保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書等）
◎その他（世帯の状況に応じて必要な書類があります）

施設に直接申込み、申請をしてください。

役場住民グループへ申請をしてください。

　施設などの利用を希望
する保護者の方に、利用
のための認定を受けて
いただきます。
　３つの認定区分に応じ
て利用先が決まっていき
ます。

満３歳以上で幼稚園等での教育を希望される方

満３歳以上で「保育の必要な事由」に該当し、
保育所等での保育を希望される方

満３歳未満で「保育の必要な事由」に該当し、
保育所等での保育を希望される方

※オール電化住宅、ガス未使用世帯はガス漏れ警報器の設置に該当しないため計上しません。

各 分 団 管 轄 別 防 火 診 断 結 果 表

22
1

7
32
8

11

1

6

2
18

21

2
2
1

4

3
1

1
1

2

2

6
1
1

11

1
4
7

2

1

美郷館のステージで、三戸郡連合婦人会会員を前に踊りを披露する本村の婦人会会員
美郷館前に集められた古新聞などを、回収業者の
トラックに積み込む子ども会のメンバー

「
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
て

　
活
躍
の
場
を
広
げ
よ
う
」

古
新
聞
・
古
雑
誌
・
古
本
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
集
め
ま
し
た
！

子
ど
も
会
再
利
用
資
源
回
収
活
動

三
戸
郡
婦
人
研
修
会 

　資
源
や
物
を
大
切
に
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
意
識
を
高
め
よ
う
と
11
月

９
日
、
今
年
２
回
目
の「
子
ど
も

会
再
利
用
資
源
回
収
活
動
」が
行

わ
れ
、
美
郷
館
前
に
は
古
新
聞
や

古
雑
誌
な
ど
が
た
く
さ
ん
集
め
ら

れ
ま
し
た
。

　集
め
ら
れ
た
資
源
ゴ
ミ
は
、
大

人
と
子
ど
も
総
出
で
回
収
業
者
の

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

　今
回
の
資
源
回
収
活
動
の
収
益

金
約
４
万
６
千
円
は
、
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
の
活
動
資
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　11
月
26
日
、
美
郷
館
で「
第
59

回
三
戸
郡
婦
人
研
修
会
」が
開
催

さ
れ
、
郡
下
６
町
村
の
会
員
１
９

０
名
が
一
堂
に
会
し
、
研
修
を
通

し
て
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
各

地
域
に
お
け
る
活
動
の
状
況
や
成

果
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し

ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
、
本
村
の
ふ
る
さ

と
活
性
化
公
社
事
務
局
長
の
角
岸

秀
伸
さ
ん
が「
ヒ
ン
ト
は
日
常
生

活
の
中
に
あ
る

　新
郷
村
ふ
る
さ
と

活
性
化
公
社
商
品
開
発
奮
闘
記
」

と
題
し
て
講
演
。
飲
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
は
じ
め
と
す
る
公
社
の
ヒ
ッ

ト
商
品
の
開
発
か
ら
販
売
に
至
る

ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
気
ど
る

こ
と
な
く
話
し
ま
し
た
。

　踊
り
な
ど
の
演
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
行
わ
れ
、
会
員
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

左から産業建設課の谷地村主事、有機資源センター新郷の横手さん、須藤村長 手作りカレンダーを須藤村長にプレゼントしたしんごう保育園の園児たち

「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」の
堆
肥

　
優
秀
賞
受
賞
！

　勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
11

月
21
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園
の
園

児
11
人
が
村
長
室
を
訪
問
し
、
須

藤
村
長
に
来
年
の
手
作
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　須
藤
村
長
は
、「
こ
の
カ
レ
ン
ダ

ー
は
村
長
室
に
張
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　12
月
11
日
、
青
森
市
で「
第
８

回
あ
お
も
り
堆
き
ゅ
う
肥
品
評
会
」

が
開
催
さ
れ
、
本
村
の「
有
機
資

源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」で
生
産
し
て

い
る
堆
肥
が
土
づ
く
り
系
堆
肥
部

門
で
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　翌
12
日
、
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー

の
横
手
英
幸
セ
ン
タ
ー
長
が
須
藤

村
長
の
も
と
を
訪
れ
、
受
賞
を
報

告
し
ま
し
た
。

　同
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
は
平
成
21

年
に
も
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、

牛
糞
・
鶏
糞
を
原
料
と
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

収
益
金
は
約
４
万
６
千
円

今
年
も
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
！

し
ん
ご
う
保
育
園
園
児
11
人

ぎ
ゅ
う
ふ
ん

け
い
ふ
ん

分 団 地 域 名
１分団
金ケ沢

２分団
西　越

３分団
間明田

４分団
中　崎

５分団
小　坂

６分団
田　中

７分団
扇ノ沢

８分団
川　代

149
37

63
2

51
9

28
8

111
9

40 73
2

138
30

実施世帯数
指 導 件 数実 施 件 数

653
97

45 31 11 6 22 2 17 34不 在 件 数 168

合　計

148 63 51 28 111 40 72 136

1 2

１．設置されている
住 宅 用 火 災 警 報 器

２．未設置

649
（  96）（  63）（  32）（  14）（  90）（  30）（  27）（  60）（　内、法令に準じた設置） （412）

41

126 56
7

44 26 101 39 60 128
23 7 2 10 1 13 10

消 火 器
１．設置されている
２．未設置

580
73

ガ ス 器 具 、 Ｌ Ｐ Ｇ の 管 理

２．ガス漏れ警報器未設置
１．ゴムホース損傷

10 1
電 気 関 係
１．タコ足配線
２．配線の老朽化

２．ホームタンク固定不良
３．煙草吸殻等安全確認

１．周囲の整理整頓

11

石 油 ス ト ー ブ 、 燃 料 管 理

１．貫通部の眼鏡石等未使用
煙 　 　 　 　 　 突

１．出入り口の整理整頓
そ 　 　 の 　 　 他

（指導件数）
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８

今
年
も
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
！

冬
の
ば
ら
雪
に
包
ま
れ

ほ
ん
の
り
と

小

　坂

　良

　子

枝
の
先
り
す
走
り
ゆ
く
冬
の
朝

戸

　来

　れ
い
子

強
情
な
抜
け
ぬ
大
根
腰
に
勝
つ

工

　藤

　陽

　一

人
あ
っ
て
こ
そ
の
家
で
す
冬
灯

鹿

　島

　惠
美
子

木
枯
し
や
惑
い
思
い
を

吹
き
あ
げ
て

佐

　藤

　直

　子

木
枯
し
や
淋
し
く
つ
ら
い

老
い
の
身
に

長

　峯

　ユ

　リ

木
枯
し
に
後
押
し
さ
れ
て

散
歩
か
な

鹿

　島

　と

　わ

風
す
ぎ
て
庭
の
晴
れ
間
に

石
蕗
の
花

村

　上

　て

　る

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

平成27年4月から「子ども・子育て支援新制度」がスタート
　平成24年８月、「子ども・子育て支援法」という法律ができました。この法律と関連する
法律に基づいて、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を
進めていく「子ども・子育て支援新制度」が平成27年４月に本格スタートします。

新制度を利用するには？ １号認定

２号認定

３号認定

※詳しくは、役場住民グループにお問い合わせください。☎78－2111 内線604

✿平成27年４月からの保育認定・利用申込み受付

受付期間

必要書類

平成27年１月７日（水）～１月28日（水）
※村外の施設を希望する場合は、１月13日（火）までにお越しください。

◎支給認定申請書
◎平成26年度所得課税証明書（平成26年１月１日現在、他町村に住所があった方）
◎保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書等）
◎その他（世帯の状況に応じて必要な書類があります）

施設に直接申込み、申請をしてください。

役場住民グループへ申請をしてください。

　施設などの利用を希望
する保護者の方に、利用
のための認定を受けて
いただきます。
　３つの認定区分に応じ
て利用先が決まっていき
ます。

満３歳以上で幼稚園等での教育を希望される方

満３歳以上で「保育の必要な事由」に該当し、
保育所等での保育を希望される方

満３歳未満で「保育の必要な事由」に該当し、
保育所等での保育を希望される方

※オール電化住宅、ガス未使用世帯はガス漏れ警報器の設置に該当しないため計上しません。

各 分 団 管 轄 別 防 火 診 断 結 果 表
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美郷館のステージで、三戸郡連合婦人会会員を前に踊りを披露する本村の婦人会会員
美郷館前に集められた古新聞などを、回収業者の
トラックに積み込む子ども会のメンバー

「
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
て

　
活
躍
の
場
を
広
げ
よ
う
」

古
新
聞
・
古
雑
誌
・
古
本
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
集
め
ま
し
た
！

子
ど
も
会
再
利
用
資
源
回
収
活
動

三
戸
郡
婦
人
研
修
会 

　資
源
や
物
を
大
切
に
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
意
識
を
高
め
よ
う
と
11
月

９
日
、
今
年
２
回
目
の「
子
ど
も

会
再
利
用
資
源
回
収
活
動
」が
行

わ
れ
、
美
郷
館
前
に
は
古
新
聞
や

古
雑
誌
な
ど
が
た
く
さ
ん
集
め
ら

れ
ま
し
た
。

　集
め
ら
れ
た
資
源
ゴ
ミ
は
、
大

人
と
子
ど
も
総
出
で
回
収
業
者
の

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

　今
回
の
資
源
回
収
活
動
の
収
益

金
約
４
万
６
千
円
は
、
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
の
活
動
資
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　11
月
26
日
、
美
郷
館
で「
第
59

回
三
戸
郡
婦
人
研
修
会
」が
開
催

さ
れ
、
郡
下
６
町
村
の
会
員
１
９

０
名
が
一
堂
に
会
し
、
研
修
を
通

し
て
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
各

地
域
に
お
け
る
活
動
の
状
況
や
成

果
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し

ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
、
本
村
の
ふ
る
さ

と
活
性
化
公
社
事
務
局
長
の
角
岸

秀
伸
さ
ん
が「
ヒ
ン
ト
は
日
常
生

活
の
中
に
あ
る

　新
郷
村
ふ
る
さ
と

活
性
化
公
社
商
品
開
発
奮
闘
記
」

と
題
し
て
講
演
。
飲
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
は
じ
め
と
す
る
公
社
の
ヒ
ッ

ト
商
品
の
開
発
か
ら
販
売
に
至
る

ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
気
ど
る

こ
と
な
く
話
し
ま
し
た
。

　踊
り
な
ど
の
演
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
行
わ
れ
、
会
員
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

左から産業建設課の谷地村主事、有機資源センター新郷の横手さん、須藤村長 手作りカレンダーを須藤村長にプレゼントしたしんごう保育園の園児たち

「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」の
堆
肥

　
優
秀
賞
受
賞
！

　勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
11

月
21
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園
の
園

児
11
人
が
村
長
室
を
訪
問
し
、
須

藤
村
長
に
来
年
の
手
作
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　須
藤
村
長
は
、「
こ
の
カ
レ
ン
ダ

ー
は
村
長
室
に
張
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　12
月
11
日
、
青
森
市
で「
第
８

回
あ
お
も
り
堆
き
ゅ
う
肥
品
評
会
」

が
開
催
さ
れ
、
本
村
の「
有
機
資

源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」で
生
産
し
て

い
る
堆
肥
が
土
づ
く
り
系
堆
肥
部

門
で
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　翌
12
日
、
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー

の
横
手
英
幸
セ
ン
タ
ー
長
が
須
藤

村
長
の
も
と
を
訪
れ
、
受
賞
を
報

告
し
ま
し
た
。

　同
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
は
平
成
21

年
に
も
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、

牛
糞
・
鶏
糞
を
原
料
と
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

収
益
金
は
約
４
万
６
千
円

今
年
も
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
！

し
ん
ご
う
保
育
園
園
児
11
人

ぎ
ゅ
う
ふ
ん

け
い
ふ
ん

分 団 地 域 名
１分団
金ケ沢

２分団
西　越

３分団
間明田

４分団
中　崎

５分団
小　坂

６分団
田　中

７分団
扇ノ沢

８分団
川　代

149
37

63
2

51
9

28
8

111
9

40 73
2

138
30

実施世帯数
指 導 件 数実 施 件 数

653
97

45 31 11 6 22 2 17 34不 在 件 数 168

合　計

148 63 51 28 111 40 72 136

1 2

１．設置されている
住 宅 用 火 災 警 報 器

２．未設置

649
（  96）（  63）（  32）（  14）（  90）（  30）（  27）（  60）（　内、法令に準じた設置） （412）

41

126 56
7

44 26 101 39 60 128
23 7 2 10 1 13 10

消 火 器
１．設置されている
２．未設置

580
73

ガ ス 器 具 、 Ｌ Ｐ Ｇ の 管 理

２．ガス漏れ警報器未設置
１．ゴムホース損傷

10 1
電 気 関 係
１．タコ足配線
２．配線の老朽化

２．ホームタンク固定不良
３．煙草吸殻等安全確認

１．周囲の整理整頓

11

石 油 ス ト ー ブ 、 燃 料 管 理

１．貫通部の眼鏡石等未使用
煙 　 　 　 　 　 突

１．出入り口の整理整頓
そ 　 　 の 　 　 他

（指導件数）
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対 象 者：「所得税及び復興特別所得税（譲渡所得を
含む）」、「消費税および地方消費税」「贈
与税」の申告書等の作成指導が必要な方

開設場所：八戸商工会館３階（八戸市堀端町２－３）
開設期間：２月４日（水）～３月16日（月）
　　　　　※土日祝日を除く
開設時間：午前９時15分～午後４時
受付時間：午前９時15分～午後３時30分

（受付終了間近は大変混雑しますので、）　早めの来場をお勧めします。
※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

八戸税務署から確定申告等のお知らせ

※詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧
　になれます。
　（http://aomori-roudoukyoku.jsite.whlw.go.jp/）
※お問い合わせは、青森労働局労働基準部賃金室へ。
　TEL 017－734－4114　FAX 017－734－5821

青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ

（参考）

青森県最低賃金 679 10月24日 665

青森県特定（産業別）
最低賃金件名

改正内容 効力発生日 改 正 前

時間額（円）（平成26年）時間額（円）

鉄鋼業 800 12月21日 787

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

735 12月21日 721

各種商品小売業 727 12月21日 714

自動車小売業 766 12月21日 753

必ずチェック最低賃金！　使用者も、労働者も

確定申告書等の作成会場

　
編
集
を
終
え
て

　高
齢
に
よ
る
認
知
症
で
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自動車税の納税証明書の再発行について
　自動車税の継続検査（車検）用の納税証明書の紛
失等による再発行が必要な方は、県税部窓口で申請
手続きできます。
　また、必要なものは、本人申請の場合は、①自動
車検査証（車検証）、②本人確認書類（運転免許証・
住基カード・パスポートなど）、③印章（ハンコ）で
す。代理申請の場合は、①のほか、代理の方の②、
③と納税義務者からの委任状が必要です。
　なお、お急ぎの方、郵送での手続きを希望する方
は、県税部にお問い合わせください。申請用紙は、
県税部窓口または青森県ホームページ「県税
（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/）」の各
種申請用紙ダウンロードで入手できます。
問い合わせ先　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　　℡ 27－5111 内線211・327・357

お知らせ

１．採用職種、採用予定人員及び勤務地
　・初級一般（土木）　若干名
・勤務地　　　　　新郷村役場
・採用予定年月日　平成27年４月１日

２．受験資格
◆初級一般（土木）
　下記①と②の受験資格をすべて満たす者
①平成２年４月２日以降に生まれた者
②高等学校、短期大学、高等専門学校、大学を卒業し
た者又は平成27年３月31日までに卒業見込みの者で
あって、かつ土木系学部・学科等を専攻した者。

３．試験日及び試験会場
　⑴第１次試験　試 験 日：平成27年２月１日（日）

　　　　　　試験会場：新郷村役場
　⑵第２次試験
　第１次試験に合格した者に対して実施
　（２月下旬を予定）

４．試験方法
　⑴第１次試験：教養試験・専門試験（土木）

　⑵第２次試験：作文試験・面接
５．受験手続
　受験申込書等（用紙は役場総務グループで直接
受け取るか、村ホームページからダウンロードで
きます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれますの
で、提出書類の確認をお願いします。
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ　新着情報
６．受験申込書等受付期間
　平成27年１月５日（月）～平成27年１月20日（火）
　受付時間は午前８時30分～午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　郵送による提出の場合は、１月20日（火）必着と
　します。

※受験申込書等請求・提出・問い合わせ先
　〒039－1801　新郷村大字戸来字風呂前10
　新郷村役場　総務課　総務グループ
　℡　０１７８－７８－２１１１（内線155）まで

新郷村国民健康保険診療所
休診のお知らせ

　年末年始等は、次のとおり運休となりますの
で、御了承願います。
平成26年12月28日（日）～平成27年１月４日（日）
　新郷村役場総務課企画グループ
　℡ ７８－２１１１

　平成26年12月28日（日）～平成27年１月４日
（日）までの８日間は、年末年始等のため、休診
させていただきますので、御了承願います。

新郷村国保診療所　℡ ７８－３１１１

無料バス・患者輸送バス
運休のお知らせ

十和田地域広域事務組合

○申請区分及び有効年度
①物品の製造請負、売買または役務提供等（平成27年度）
②建設工事および測量・建設コンサルタント等（平成27・28年度）
※①は中間年の受付となりますので、平成26年
受付期間に申請された方は不要です。

○受付期間
　平成27年１月15日～平成27年２月16日（土日祝日を除く）
　※郵送の場合は期限日までに必着
○提出書類
　統一様式又は組合指定様式
※提出要領及び様式は組合ホームページでダウンロー
ドできます。ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｏｗａｄａ‐ｋｏｕｉｋｉ．ｊｐ／

○問い合わせ・提出先
　十和田地域広域事務組合　総務課
　住所：青森県十和田市大字伝法寺字大窪60番地３
ＴＥＬ：０１７６－２０－８１００
ＦＡＸ：０１７６－２０－８１１５

競争入札参加資格審査申請書の受付について

　村では経済的理由により就学困難な学生の保護
者に対し、奨学金の貸付を行っています。対象と
なる学校や、貸与される金額は次のとおりです。 

◇ 公・私立高等学校・・・月額２万円以内 
◇ 国立高等専門学校・・・月額２万円以内 
◇ 公・私立大学・・・・月額６万円以内 
◇ 公私立短期大学・・・・月額６万円以内 

・奨学金申込書は教育委員会にあります。
　お手数でも教育委員会までお越しください。 
・申込受付期間は次のとおり。
　平成27年２月２日（月）～平成27年２月27日（金）
　※受付期間を過ぎての申込みはできません。

問い合わせ・申込先：教育委員会
　　　　　　　　　　℡ ７８－２１１１

≪奨学生募集のお知らせ≫

○このたび児童扶養手当法が改正され、平成26年12
月１日以降は、公的年金給付等の額が児童扶養手
当の額よりも低い場合には、その差額分の手当が
支給できるようになりました。

○これに伴い、遺族年金（遺族基礎年金、遺族厚生
年金、遺族共済年金等）を受給されている方も、
児童扶養手当の申請を行うことができます。

○つきましては、公的年金との併給申請にて受給さ
れている年金額の確認が必要になりますので必ず
「年金証書」をご持参の上、役場へご相談下さ
い。（年金手帳と年金証書は別物です。年金証書に
は年金額が記載されています。）

○また、紛失等によって年金証書を持参できない場
合は年金受給の確認が取れる書類〔年金振込通知
書（ハガキ）等〕をご持参下さい。
　※上記の書類が無い場合はご相談ください。

　詳しくは、「役場住民生活課住民グループ　児童扶
養手当係」℡ ７８－２１１１までお問い合わせください。

児童扶養手当と公的年金給付等との
併給制限の見直しに関するお知らせ

　冬はストーブによる火災が増加しますが、少しの
注意で防ぐことができます。下記の対策を確認して、
火災を予防しましょう。
●ストーブの周りは常に整理整頓しましょう。
　布団、衣類、雑誌などの可燃物がストーブの近くに
置いてあると、ふとしたはずみで可燃物がストーブに
接触し、出火する恐れがあります。整理
整頓を徹底し、燃えやすいものから十分
な距離をとってください。
●定期的に掃除をする。
　ストーブや煙突は、定期的な清掃をしないと不完全
燃焼や異常燃焼を起こし、出火する恐れがあります。
●給油をする際はストーブの火を消す。
　ストーブの火を消さずに給油し、燃料をこぼして
しまうと出火する恐れがあります。また、
ストーブを消して給油をした場合でも、
こぼれた燃料をそのままにしておくと、
引火して火災になる恐れがあります。
すぐに拭き取りましょう。
●洗濯物をストーブの近くに干さない。
　ストーブの上部や周囲に洗濯物を
干すと、気付かないうちに洗濯物が
落下したり接触したりして、出火す
る恐れがあります。

五戸消防署西分遣所　℡　７８－２１１９

新郷村職員を募集します

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆
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対 象 者：「所得税及び復興特別所得税（譲渡所得を
含む）」、「消費税および地方消費税」「贈
与税」の申告書等の作成指導が必要な方

開設場所：八戸商工会館３階（八戸市堀端町２－３）
開設期間：２月４日（水）～３月16日（月）
　　　　　※土日祝日を除く
開設時間：午前９時15分～午後４時
受付時間：午前９時15分～午後３時30分

（受付終了間近は大変混雑しますので、）　早めの来場をお勧めします。
※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

八戸税務署から確定申告等のお知らせ

※詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧
　になれます。
　（http://aomori-roudoukyoku.jsite.whlw.go.jp/）
※お問い合わせは、青森労働局労働基準部賃金室へ。
　TEL 017－734－4114　FAX 017－734－5821

青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ

（参考）

青森県最低賃金 679 10月24日 665

青森県特定（産業別）
最低賃金件名

改正内容 効力発生日 改 正 前

時間額（円）（平成26年）時間額（円）

鉄鋼業 800 12月21日 787

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

735 12月21日 721

各種商品小売業 727 12月21日 714

自動車小売業 766 12月21日 753

必ずチェック最低賃金！　使用者も、労働者も

確定申告書等の作成会場
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自動車税の納税証明書の再発行について
　自動車税の継続検査（車検）用の納税証明書の紛
失等による再発行が必要な方は、県税部窓口で申請
手続きできます。
　また、必要なものは、本人申請の場合は、①自動
車検査証（車検証）、②本人確認書類（運転免許証・
住基カード・パスポートなど）、③印章（ハンコ）で
す。代理申請の場合は、①のほか、代理の方の②、
③と納税義務者からの委任状が必要です。
　なお、お急ぎの方、郵送での手続きを希望する方
は、県税部にお問い合わせください。申請用紙は、
県税部窓口または青森県ホームページ「県税
（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/）」の各
種申請用紙ダウンロードで入手できます。
問い合わせ先　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　　℡ 27－5111 内線211・327・357

お知らせ

１．採用職種、採用予定人員及び勤務地
　・初級一般（土木）　若干名
・勤務地　　　　　新郷村役場
・採用予定年月日　平成27年４月１日
２．受験資格
◆初級一般（土木）
　下記①と②の受験資格をすべて満たす者
①平成２年４月２日以降に生まれた者
②高等学校、短期大学、高等専門学校、大学を卒業し
た者又は平成27年３月31日までに卒業見込みの者で
あって、かつ土木系学部・学科等を専攻した者。

３．試験日及び試験会場
　⑴第１次試験　試 験 日：平成27年２月１日（日）

　　　　　　試験会場：新郷村役場
　⑵第２次試験
　第１次試験に合格した者に対して実施
　（２月下旬を予定）
４．試験方法
　⑴第１次試験：教養試験・専門試験（土木）

　⑵第２次試験：作文試験・面接
５．受験手続
　受験申込書等（用紙は役場総務グループで直接
受け取るか、村ホームページからダウンロードで
きます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれますの
で、提出書類の確認をお願いします。
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ　新着情報
６．受験申込書等受付期間
　平成27年１月５日（月）～平成27年１月20日（火）
　受付時間は午前８時30分～午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　郵送による提出の場合は、１月20日（火）必着と
　します。

※受験申込書等請求・提出・問い合わせ先
　〒039－1801　新郷村大字戸来字風呂前10
　新郷村役場　総務課　総務グループ
　℡　０１７８－７８－２１１１（内線155）まで

新郷村国民健康保険診療所
休診のお知らせ

　年末年始等は、次のとおり運休となりますの
で、御了承願います。
平成26年12月28日（日）～平成27年１月４日（日）
　新郷村役場総務課企画グループ
　℡ ７８－２１１１

　平成26年12月28日（日）～平成27年１月４日
（日）までの８日間は、年末年始等のため、休診
させていただきますので、御了承願います。

新郷村国保診療所　℡ ７８－３１１１

無料バス・患者輸送バス
運休のお知らせ

十和田地域広域事務組合

○申請区分及び有効年度
①物品の製造請負、売買または役務提供等（平成27年度）
②建設工事および測量・建設コンサルタント等（平成27・28年度）
※①は中間年の受付となりますので、平成26年
受付期間に申請された方は不要です。

○受付期間
　平成27年１月15日～平成27年２月16日（土日祝日を除く）
　※郵送の場合は期限日までに必着
○提出書類
　統一様式又は組合指定様式
※提出要領及び様式は組合ホームページでダウンロー
ドできます。ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｏｗａｄａ‐ｋｏｕｉｋｉ．ｊｐ／

○問い合わせ・提出先
　十和田地域広域事務組合　総務課
　住所：青森県十和田市大字伝法寺字大窪60番地３
ＴＥＬ：０１７６－２０－８１００
ＦＡＸ：０１７６－２０－８１１５

競争入札参加資格審査申請書の受付について

　村では経済的理由により就学困難な学生の保護
者に対し、奨学金の貸付を行っています。対象と
なる学校や、貸与される金額は次のとおりです。 

◇ 公・私立高等学校・・・月額２万円以内 
◇ 国立高等専門学校・・・月額２万円以内 
◇ 公・私立大学・・・・月額６万円以内 
◇ 公私立短期大学・・・・月額６万円以内 

・奨学金申込書は教育委員会にあります。
　お手数でも教育委員会までお越しください。 
・申込受付期間は次のとおり。
　平成27年２月２日（月）～平成27年２月27日（金）
　※受付期間を過ぎての申込みはできません。

問い合わせ・申込先：教育委員会
　　　　　　　　　　℡ ７８－２１１１

≪奨学生募集のお知らせ≫

○このたび児童扶養手当法が改正され、平成26年12
月１日以降は、公的年金給付等の額が児童扶養手
当の額よりも低い場合には、その差額分の手当が
支給できるようになりました。
○これに伴い、遺族年金（遺族基礎年金、遺族厚生
年金、遺族共済年金等）を受給されている方も、
児童扶養手当の申請を行うことができます。
○つきましては、公的年金との併給申請にて受給さ
れている年金額の確認が必要になりますので必ず
「年金証書」をご持参の上、役場へご相談下さ
い。（年金手帳と年金証書は別物です。年金証書に
は年金額が記載されています。）
○また、紛失等によって年金証書を持参できない場
合は年金受給の確認が取れる書類〔年金振込通知
書（ハガキ）等〕をご持参下さい。
　※上記の書類が無い場合はご相談ください。

　詳しくは、「役場住民生活課住民グループ　児童扶
養手当係」℡ ７８－２１１１までお問い合わせください。

児童扶養手当と公的年金給付等との
併給制限の見直しに関するお知らせ

　冬はストーブによる火災が増加しますが、少しの
注意で防ぐことができます。下記の対策を確認して、
火災を予防しましょう。
●ストーブの周りは常に整理整頓しましょう。
　布団、衣類、雑誌などの可燃物がストーブの近くに
置いてあると、ふとしたはずみで可燃物がストーブに
接触し、出火する恐れがあります。整理
整頓を徹底し、燃えやすいものから十分
な距離をとってください。
●定期的に掃除をする。
　ストーブや煙突は、定期的な清掃をしないと不完全
燃焼や異常燃焼を起こし、出火する恐れがあります。
●給油をする際はストーブの火を消す。
　ストーブの火を消さずに給油し、燃料をこぼして
しまうと出火する恐れがあります。また、
ストーブを消して給油をした場合でも、
こぼれた燃料をそのままにしておくと、
引火して火災になる恐れがあります。
すぐに拭き取りましょう。
●洗濯物をストーブの近くに干さない。
　ストーブの上部や周囲に洗濯物を
干すと、気付かないうちに洗濯物が
落下したり接触したりして、出火す
る恐れがあります。

五戸消防署西分遣所　℡　７８－２１１９

●洗濯物をストーブの近くに干さない。

新郷村職員を募集します

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆
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お父さんと車でイオンに行っ
たよ。お外は晴れていて風が
吹いてたよ。ゲームとかたく
さん遊んで楽しかった。

中根　捺稀くん（うめ組）
お友だちと保育園で遊んだよ。
すべり台、ブランコ、そして砂
庭で遊んだよ。楽しくていっぱ
い笑ったよ。

村上　徠花さん（うめ組）
なつ きなか ね からいむらかみ

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！

有機資源センター新郷
平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

平成２6年度
あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞
問い合わせ先　TEL７８－３５５５

12月11日  青森市で受賞式に臨んだ
横手センター長（右）

1 月
むつき
January睦 月

人の動き
男　1,331人（－３人）
女　1,422人（－５人）
計　2,753人（－８人）
世帯数941世帯（－１世帯）
（平成26年11月末現在）

むらのガイド

平成27年

ガーネット（柘榴石）
̶ 友情・忠実 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１５年１月
行　　事　　等 備　　　考日 曜

元旦１ 木
官庁仕事始め

５ 月
新郷温泉館休館日
特定健診（～５日）７ 水
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日9 金
平成27年新郷村新春の集い 美郷館

美郷館

山村開発センター２階　相談室　13：00～15：00

総合福祉センター

10 土
消防団出初式11 日
成人の日12 月
行政相談13 火
特定健診（～16日）14 水
乳児・１歳６ヵ月・２歳児健診

16 金
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

新郷温泉館休館日19 月
村民憲章推進大会兼生涯学習フェスティバル17 土

特定健診（～23日）21 水
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日23 金
新郷温泉館休館日26 月
特定健診（～30日）28 水
村小中スキー大会

30 金
燃えないごみ収集日

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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日　時：平成27年１月17日（土）午前９時30分～11時
会　場：美郷館
主　催：新郷村連合ＰＴＡ
参加費：無料（どなたでも参加でき、事前申し込みは不要です）
講　師：八戸せんべい汁研究所　事務局長　木村　聡 氏

演題「ご当地グルメで地域を売り込む
～汁“研流「市民発・食のまちおこし」その発想と戦略～」

※この講演会は、「新郷村連合ＰＴＡ研究集会」の中で行われるもので、主催者で
ある新郷村連合ＰＴＡのご配慮により、できるだけ多くの方に木村聡さんの貴重な
お話を聞いていただきたいとの思いでご案内します。
※当日は、午前９時から開会行事が行われますが、講演会にだけご参加くださって
もかまいませんので、お気軽にお越しください。
お問い合わせ先：新郷中学校  川崎　ＴＥＬ７８－２０４７

あの“八戸せんべい汁研究所”の木村  聡 氏がやってくる！

12月
７
日
午
後
４
時
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